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2016 年 -2017 年には本新学術領域の公募研究の

研究代表者として参加させていただき、三次元ト

ポロジカル超伝導体候補物質 CuxBi2Se3 の物性を

理論的に調べました。その際には、トポロジカル

超伝導体のバルクに着目することで、不純物効果

や比熱、核磁気緩和率等に他の超伝導体は見られ

ない特異な振る舞いが現れることを指摘しました

[1,2]。2018 年 -2019 年に採択していただきました

新しい公募研究では、有限温度に着目して準粒子

励起の研究を行います。

　私は、2016 年 10 月から 1 年間、米国マサチュー

セッツ工科大学の Liang Fu 教授のグループに客員

研究員として滞在し、彼の提唱した強相関電子系

における非エルミートトポロジカル理論に関する

共同研究を始めました。この非エルミートトポロ

ジカル理論では、１粒子ハミルトニアンに自己エ

ネルギーを足したものを新しく " ハミルトニアン

" と定義することで、そのハミルトニアンの非エ

ルミート性が作るトポロジカルな性質を議論しま

す。そして、系は開放系ではなく、バルクの固体

の系を考えます。例えば、ディラックハミルトニ

アンにバンドごとに異なる準粒子寿命（自己エネ

ルギー）を導入すると、ディラック点が二つの例

外点に分裂し、バルクにフェルミアークが現れま

す [3]。私が対象としているのは、重い電子系等の

強相関電子系です。電子相関に由来する自己エネ

ルギーは絶対零度では消えてしまいますので、必

然的にこの理論は有限温度を対象としています。

つまり、これまでトポロジカルと思われてこなかっ

た様々な物質において、これまで知られていなかっ

た新しい現象が有限温度で生じる可能性がありま

す。

　私は、近藤半金属に着目し、波数依存した混成

を 持 つ 周 期 的 ア ン ダ ー ソ ン 模 型 に お い て、 電 子

間相互作用に起因するフェルミアークがバルクに
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図１: 近藤半金属における有限温度バルクフェルミアークの
模式図

現れることを動的平均場理論で明らかにしました

[4]。現在、このバルクフェルミアークに加えて、

非エルミート系のトポロジーに起因する新しい現

象を見いだしつつあり、引き続き研究を遂行する

つもりです。
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